
塙
副
委
員
長
の

司
会
で
開
会
し
、

塚
原
委
員
長
か
ら

昨
年
の
交
流
集
会

か
ら
言
え
る
こ
と

は
仕
事
を
中
心
に

若
手
を
含
め
て
働

か
さ
れ
方
、
気
持

ち
、
苦
労
を
集
約

し
要
求
を
統
一
す

る
。
議
論
よ
り
も

実
行
を
。
国
労
に

入
れ
を
合
言
葉
に

一
人
で
も
多
く
の

加
入
を
と
挨
拶
し

た
。来

賓
か
ら
東
本

部
伊
藤
執
行
委
員
。

元
書
記
の
福
地
さ
ん
か
ら
、

今
ま
で
の
経
験
で
機
関
運
動
を

大
事
に
議
論
や
悩
み
を
出
し
合

う
こ
と
で
す
。
仲
間
を
大
事
に

す
る
こ
と
。
そ
れ
を
見
て
若
い

仲
間
も
共
感
す
る
こ
と
で
組
織

拡
大
に
と
報
告
し
た
。

共
闘
か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ー
Ｕ
の

池
田
委
員
長
か
ら
賃
金
制
度
に

対
し
て
何
も
言
え
な
い
。
交
渉

に
は
組
合
が
必
要
と
組
合
を
発

足
。
拡
大
に
む
け
て
職
場
オ
ル

グ
も
行
っ
て
い
る
。

白
濱
執
行
委
員
か
ら
Ｊ
Ｒ
出

向
者
と
の
差
別
が
あ
る
。
若
手

社
員
の
悩
み
、
プ
ロ
パ
ー
社
員

の
苦
労
を
聞
い
た
。

①
生
活
出
来
る
、
家
族
が
養

え
る
給
料
が
欲
し
い
。

子
会
社
で
あ
れ
ば
給
与
を
削

減
で
き
る
。
将
来
に
不
安
、
今

後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
。

➁
職
務
乗
車
証
、
購
入
券
。

業
務
・
研
修
な
ど
は
先
払
い

で
後
で
申
請
す
る
。
枚
数
と
利

用
者
の
制
限
が
あ
る
。

③
福
利
厚
生
に
差
別
。

社
宅
、
家
賃
の
補
助
が
な
い
。

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
欲

し
い
。

最
後
に
、
若
手
が
声
を
あ
げ

な
い
と
、
こ
れ
か
ら
30
年
、
40

年
働
く
。
お
偉
い
さ
ん
は
５
年

く
ら
い
で
居
な
く
な
る
。
我
々

が
会
社
を
変
え
て
い
か
な
い
と

な
ら
な
い
と
報
告
し
た
。

水
戸
の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、
河
野
さ

ん
か
ら
輸
送
業
務
、
車
掌
か
ら

エ
ル
ダ
ー
に
な
り
、
駅
業
務
、

一
人
勤
務
が
増
え
て
い
る
。

未
経
験
者
の
不
安
解
消
の
交

流
会
、
職
場
回
り
で
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
問
題
点
を
吸
い
あ
げ
て

き
た
。

数
年
で
エ
ル
ダ
ー
と
本
体
が

逆
転
す
る
総
団
結
が
必
要
。

若
手
プ
ロ
パ
ー
は
Ｊ
Ｒ
と
の

格
差
が
あ
る
と
皆
が
思
っ
て
い

る
。現

在
、
36
代
表
選
挙
が
行
わ

れ
て
い
る
。
今
年
は
勝
利
し
た

い
と
報
告
し
た
。

第１９号 こくろう みと 平成２９年７月１０日

仲
間
を
大
切
に
総
団
結
で
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編集責任者 坂下 司

つ
な
げ
よ
う

技
術
（わ
ざ
）と

魂
（こ
こ
ろ
）と運

動
を

６
月
11
日
、
大
洗
町
に
お
い
て
第
14
回
職
場
活
動

家
交
流
集
会
を
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
―
Ｕ
か
ら
の

報
告
、
分
散
会
交
流
を
開
催
し
た
。

伊
藤
執
行
委
員
か
ら

第
31
回
定
期
大
会
に
向
け

て
の
集
中
点
、
夏
季
手
当
・

エ
ル
ダ
ー
制
度
、
扶
養
手
当

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
満
額
回
答
へ

の
要
求
。

協
約
改
訂
の
交
渉
や
、
エ

ル
ダ
ー
制
度
の
問
題
は
順
調

に
進
ん
で
い
な
い
実
態
に
あ

る
。
65
才
定
年
制
へ
の
要
求

へ
。組

織
拡
大
に
つ
い
て
他
の

地
本
の
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

(

前
日
の
分
会
代
表
者
会
議

よ
り
）


